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白
鷹
町
で
は
、
白
鷹
町
立
東
中
学
校
と
白
鷹
町
立
西
中
学
校
の

2
つ
の
中
学
校
を
統
合
し
、
平
成
27
年
4
月
に
「
白
鷹
町
立
白
鷹

中
学
校
」
を
開
校
し
ま
す
。
現
在
、「
夢
実
現
に
ま
い
進
す
る
学

校
」「
心
か
よ
い
、
信
頼
の
絆
で
結
ば
れ
る
学
校
」「
郷
土
を
愛
し
、

郷
土
を
誇
る
白
鷹
人
が
育
つ
学
校
」
を
め
ざ
す
姿
と
し
て
、
開
校

の
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
「
白
鷹
町
立
白
鷹
中
学
校
」
に
ふ
さ
わ
し
い
校
章
デ
ザ
イ

ン
を
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容

　

平
成
27
年
4
月
開
校
予
定
の

「
白
鷹
町
立
白
鷹
中
学
校
」
の
校

章
デ
ザ
イ
ン

▼
募
集
期
間

　

平
成
25
年
11
月
12
日
（
火
）
〜

　

平
成
26
年
2
月
28
日
（
金
）

　

※
郵
送
の
場
合
は
、
2
月
28
日

（
金
）
当
日
の
消
印
有
効

▼
応
募
資
格

　

白
鷹
町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
か
た
、
ま
た
は
白
鷹
町
内
の

中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
か
た
。

▼
作
成
要
領

①
Ａ
4
版
・
白
色
の
用
紙
を
使
用

し
、
適
度
な
余
白
を
残
し
て
デ
ザ

イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

②
画
材
や
色
彩
は
自
由
で
す
。
な

お
、
白
鷹
町
立
白
鷹
中
学
校
の
ス

ク
ー
ル
カ
ラ
ー
は「
緑（
明
る
め
）」

で
す
。

③
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
画
像
の
場
合

は
、
Ａ
4
版
・
白
色
の
用
紙
に
プ

リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

④
デ
ザ
イ
ン
に
込
め
た
思
い
、
制

作
意
図
な
ど
を
応
募
用
紙
に
書
い

て
く
だ
さ
い
。

⑤
住
所
、
氏
名
を
作
品
の
裏
面
に

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法

①
「
白
鷹
町
立
白
鷹
中
学
校　

校

章
デ
ザ
イ
ン　

応
募
用
紙
（
様
式

1
）」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
作
品
と
と
も
に
持
参
ま
た
は

郵
送
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
と
募
集
要
項
は
白
鷹

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
に
備

え
て
あ
り
ま
す
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

②
応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
応
募
す
る
校
章
案
は
応
募

用
紙
１
枚
に
つ
き
１
点
と
し
ま
す
。

【
持
参
先
】

・
白
鷹
町
教
育
委
員
会　

学
校
教

　

育
係

・
白
鷹
町
立
東
中
学
校

・
白
鷹
町
立
西
中
学
校

※
閉
庁
日
等
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

【
郵
送
の
場
合
の
宛
先
】

〒
９
９
２

－

０
８
９
２　

西
置
賜

郡
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
８
３
３
番

地　

白
鷹
町
教
育
委
員
会　

学
校

教
育
係

※
封
筒
の
表
に
「
校
章
デ
ザ
イ
ン

在
中
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
要
件
及
び
取
扱

①
応
募
作
品
は
、
応
募
者
が
創
作

し
た
未
発
表
の
新
規
デ
ザ
イ
ン
に

限
り
ま
す
。

②
個
人
で
の
応
募
と
し
、
団
体
名

や
複
数
名
で
の
応
募
は
不
可
と
し

ま
す
。

③
応
募
作
品
は
、
応
募
状
況
の
紹

介
等
の
た
め
、
白
鷹
町
教
育
委
員

会
が
利
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

④
応
募
作
品
は
、
色
彩
の
変
更
を

含
め
た
補
作
や
修
正
を
行
な
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ

ん
。

⑥
採
用
作
品
の
著
作
権
及
び
そ
の

他
一
切
の
権
利
は
、
白
鷹
町
教
育

委
員
会
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま

す
。

⑦
著
作
権
法
等
、
関
係
法
令
に
は

触
れ
な
い
よ
う
、
十
分
ご
留
意
く

だ
さ
い
。
作
品
の
著
作
権
等
に
つ

い
て
、
第
三
者
か
ら
異
議
申
し
立

て
、
苦
情
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、

費
用
負
担
な
ど
を
含
め
て
応
募
者

が
対
処
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
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３校統合（荒砥中・鷹山中・東根中）の意義
を十分に考えて、３つの白鷹山、３枚の鷹の
羽を合わせ、中心の和（輪）に集中させてい
ます。

全体の形は、逆三角形であり、永遠に伸びゆ
く姿を表しています。

色彩は清楚な（地域にそって）純朴な色彩で
表し、中心の和（輪）の色はとくに情熱を表
しています。

西中学校のイニシャルＮ４個と「中」を組み
合わせています。

４つのＮは真実・自由・平和・健康を表して
います。

４つのＮを結ぶ斜線は旧２校（蚕桑中・鮎貝
中）を結ぶ和を表しています。

中央の「中」は、上に伸びようとする感情を
表し、限りない発展が願われています。

　

ま
た
、
採
用
後
で
も
作
品
の
類

似
、
盗
作
ま
た
は
、
募
集
要
項
違

反
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
採
用

を
取
り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑧
応
募
に
あ
た
っ
て
要
す
る
経
費

は
、
応
募
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

▼
選
考
方
法

　

白
鷹
町
統
合
中
学
校
準
備
委
員

会
で
数
点
を
選
定
し
、
白
鷹
町
教

育
委
員
会
で
新
し
い
校
章
を
決
定

し
ま
す
。

▼
結
果
発
表

　

広
報
し
ら
た
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

そ
の
際
、
氏
名
等
を
公
表
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

　

応
募
に
あ
た
り
提
供
い
た
だ
い

た
個
人
情
報
は
、
本
要
項
に
よ
る

結
果
発
表
の
た
め
の
み
に
使
用
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
統
合
中
学
校
準
備
委
員
会

（
事
務
局
…
白
鷹
町
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
係
）

☎
０
２
３
８

－

85

－
６
１
４
４

（
直
通
）

▲27年４月の開校に向けて改修工事が進む白鷹町立東中学校
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７
月
の
豪
雨
災
害
に

　

善
意
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た

　　

７
月
に
発
生
し
ま
し
た
豪
雨
災
害
に
対
し
、
87
名
の
個
人
、
26

の
団
体
か
ら
２
，
０
５
０
，
４
２
２
円
の
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

義
援
金
は
、
配
分
委
員
会
に
お
い
て
、
集
ま
っ
た
総
額
と
被
害

状
況
を
勘
案
し
て
決
定
し
た
配
分
基
準
に
基
づ
い
て
、
被
災
さ
れ

た
世
帯
に
配
分
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

白
鷹
町
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
で
は
、
こ
の
た
び
の
豪
雨
災

害
で
、
住
居
に
床
上
浸
水
以
上
の
被
害
を
受
け
た
世
帯
を
対
象
に

義
援
金
を
配
分
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

配
分
は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
残
金
４
２
２
円
は
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
川　

真
基

伊
藤　

智
子

内
田　

伸
子

大
泉　

弘
幸

大
田　

信
良

岡
本　

孝
二

小
川　

幸
宏

田
中　

孝
和

田
中　

力

田
中　

典
子

谷
川　

治
夫

田
之
内　

裕

塚
原　

芳
明

筒
田　

礼
子

虎
前　

浩
之

長
原　

史
宗

沼
澤　

芳
博

橋
本　

伸
一

原　

秀
年

樋
口　

利
夫

福
原　

卓
也

藤
田　

晴
基

藤
田　

不
二
夫

前
田　

登
美
恵

松
田　

和
彦

松
本　

大

三
石　

真

本
江　

睦
子

山
田　

悦
子

山
本　

勝
利

吉
田　

浩
之

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
山
形
株
式
会
社

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部

エ
ー
コ
ー
プ
愛
菜
館
出
荷
組
合

㈱
大
坪
義
肢
製
作
所

㈱
Ｊ
Ａ
サ
ー
ビ
ス
お
き
た
ま

　
　
　

エ
ー
コ
ー
プ
し
ら
た
か

宗
教
法
人
真
言
宗
豊
山
派

　
　
　
　
　
　
　
　

福
祉
基
金

島
原
市　

島
原
市
議
会

白
鷹
町
健
康
福
祉
課
職
員
一
同

白
鷹
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

職
員
一
同

生
活
ク
ラ
ブ
や
ま
が
た

　
　
　
　
　
　

生
活
協
同
組
合　

千
成
睦

全
国
浄
土
宗
青
年
会

曹
洞
宗
婦
人
会

天
理
教
婦
人
会
中
央
支
部

Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ス
ク
エ
ア

夢
の
会
理
事
長　

田
中　

孝
和

川
西
町
設
置
募
金
箱

酒
田
市
設
置
募
金
箱

鶴
岡
市
設
置
募
金
箱

村
山
市
設
置
募
金
箱

米
沢
市
設
置
募
金
箱

山
形
県
庁
庁
舎
内
各
課

置
賜
総
合
支
庁
各
課
及
び
管
内
公
所

庄
内
総
合
支
庁
各
課
及
び
管
内
公
所

村
山
総
合
支
庁
各
課
及
び
管
内
公
所

最
上
総
合
支
庁
各
課
及
び
管
内
公
所

　

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

　
　

福
祉
係　

☎
86
―
０
１
１
１

興
野　

和
美

金
澤　

圭
一

神
﨑　

敦
子

北
野　

悦
子

北
村　

教
子

木
村　

靖
子

小
森　

靖
久

ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

町
の
災
害
復
旧
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
と
「
寄
付
金
」
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
崎
県
島
原
市
消
防
団

　

団
長　

本
田
庄
一
郎　

様３
万
円

神
奈
川
大
学
港
南
区
宮
陵
会

　

代
表　

庄
子
忠
宏　

様　

ほ
か

１
万
円

　　

白
鷹
町
で
は
、
土
砂
災
害
警
戒

情
報
等
の
緊
急
情
報
を
お
知
ら
せ

す
る
情
報
伝
達
手
段
設
備
の
整
備

を
行
っ
て
お
り
、
12
月
上
旬
の
完

成
後
に
確
認
検
査
を
実
施
し
ま

す
。
そ
の
際
、
役
場
・
各
地
区
公

民
館
・
小
中
学
校
・
保
育
園
に
設

置
し
て
あ
る
外
部
ス
ピ
ー
カ
ー
よ

り
試
験
放
送
を
流
し
、
緊
急
速
報

の
試
験
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま
す
。

検
査
の
た
め
の
試
験
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

検
査
日
程
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
町

報
及
び
お
知
ら
せ
版
・
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

防
災

管
財
係　

☎
86
―
６
１
２
２

　▲ＡＬＳＯＫ山形株式会社様より

　

義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
の
う
ち
、
ご
了
承
い
た
だ

い
た
か
た
の
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　

（
平
成
25
年
10
月
25
日
現
在　

氏
名
順
・
敬
称
略
）

根
田　

俊
昭

阪
口　

三
郎

佐
藤　

正
年

末
木　

美
喜
子

菅
原　

文
雄

周
防　

一
夫

高
橋　

拓
也

被
害
の
状
況

棟
数

配
分
額
（
１
棟
あ
た
り
）

全　

壊

２

50
万
円

半　

壊

１

30
万
円

一
部
損
壊
（
重
大
な
床
上
浸
水
）

５

10
万
円

一
部
損
壊
（
床
上
浸
水
）

５

５
万
円
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白鷹町環境フォーラム

足利英紀氏　講演会
～ 3.11　東日本大震災を乗り越えて～
「自然災害 － 気仙沼の事例に学ぶ」

▼講　師　足利　英紀　氏　（三陸 EM研究会代表）
▼い　つ　11月24日（日）　午後１時30分～３時30分（午後１時開場）
▼どこで　白鷹町産業センター「パワーセンター」

※定員は200名（先着順）です。入場は無料となっておりますので、お気軽にご参加ください。

■問い合わせ　白鷹町美しい郷づくり推進会議　事務局　町民課　くらし環境係　☎85－6131

　　最上川シンポジウム in しらたか

「最上川文化的資産の魅力と価値の再発見」
　▼い　つ　　平成25年12月１日（日）　　
　　　　　　　午後１時30分～４時（開場　午後１時）
　▼どこで　　白鷹町文化交流センター　あゆーむ
　▼定　員　　２００人（入場無料）
　▼主　催　　黒滝会（白鷹町）
　▼共　催　　山形県教育委員会、白鷹町、白鷹町教育委員会
　▼後　援　　美しい山形・最上川フォーラム、白鷹学講座企画委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　【基調講演】　白鷹学講座企画委員会後援 
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　民俗研究家　結城　登美雄　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「最上川と流域住民の関わりについて」

■問い合わせ・申し込み：白鷹町役場　総務課企画室企画調整係
　TEL：0238-85-6123/FAX0238-85-2128
　E-mail：kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp
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町
道
除
雪
実
施
基
準

　

町
内
各
所
に
観
測
点
を
設
け

道
路
上
降
雪
深
が
10
㌢
を
超
え

た
場
合
に
除
雪
作
業
を
開
始
し

ま
す
。

　

な
お
、
11
月
・
12
月
の
降
雪

直
後
、
３
月
の
融
雪
時
期
に
あ

っ
て
は
気
象
状
況
に
応
じ
て
路

上
降
雪
深
を
15
㌢
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
除
雪
作
業
中
に
、
融

雪
等
に
よ
り
積
雪
深
が
10
㌢

（
15
㌢
）
未
満
に
な
っ
た
場
合
、

宅
地
の
切
れ
目
等
、
き
り
の
い

い
地
点
で
作
業
を
終
了
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

機
械
除
雪
作
業
を
円
滑
に
行

う
た
め
に

　

道
路
上
に
樹
木
の
枝
な
ど
（
高

さ
４
㍍
以
下
の
も
の
）
が
出
て
い

る
と
除
雪
が
出
来
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
早
め
に
切
っ
て
い
た
だ

く
か
取
り
除
い
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
の
路
肩
や
側
溝
の

上
に
置
い
て
あ
る
は
せ
木
や
肥
料

・
石
な
ど
も
除
雪
の
妨
げ
に
な
っ

た
り
除
雪
車
で
壊
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
早
め
に
取
り
除
い
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
路
付
近
の
民
有
地
に

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な

ど
も
除
雪
車
で
壊
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
除
雪
前
に
目
印
（
長

さ
３
㍍
以
上
の
棒
の
先
に
赤
い
布

な
ど
の
目
印
を
つ
け
る
）
を
立
て

て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
近
年
、
目
印
設
置
が

多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
除
雪
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
箇
所
が
あ

り
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
が
遂

行
で
き
る
よ
う
、
節
度
あ
る
目
印

設
置
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

●
　

道
路
は
人
や
車
の
通
る
場
所
で

す
。
道
路
に
雪
を
出
す
と
路
面
凍

結
の
原
因
に
な
る
ほ
か
、
路
面
が

凹
凸
に
な
り
交
通
事
故
の
原
因
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
根
か
ら
道
路
に
雪
が

落
ち
る
場
合
は
危
険
で
す
か
ら

「
な
で
止
め
」
な
ど
で
防
止
し
、

屋
根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
は
道
路
に

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

道
路
に
駐
車
す
る
と
、
除
雪
作

業
の
支
障
に
な
る
ば
か
り
か
、
吹

雪
や
夜
間
は
交
通
事
故
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
路
上

駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
雪
が
降
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
安
全
・
安
心
な
冬
期
間
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、

11
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
円
滑
に
除
雪
作
業
を
行
う
た
め
に
も
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
の

は
大
変
危
険
で
す
。
十
分
な
車
間

距
離
を
と
り
、
安
全
運
転
・
通
行

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

町
道
に
面
し
て
い
る
公
共
用
地

が
少
な
く
、
雪
押
場
が
大
変
不
足

し
て
お
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
地
域

の
か
た
が
た
の
私
有
地
を
雪
押
場

と
し
て
提
供
し
て
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

除
雪
し
た
雪
を
側
溝
に
捨
て
て

も
水
温
が
低
い
た
め
、
雪
は
な

か
な
か
融
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
捨
て
た
雪
が
側
溝
を
せ
き
止

め
、
溢
れ
た
水
が
道
路
に
流
れ
だ

し
、
住
宅
の
床
上
ま
で
浸
水
し
た

例
が
あ
り
ま
す
。

効
率
的
な
除
雪
作
業
に
向
け
て

　

町
で
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
利
用

し
た「
除
雪
車
運
行
管
理
シ
ス
テ

ム
」を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

除
雪
車
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
取
付
け
、
衛
星
を
利
用
し
た

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
り
除
雪
車
の

現
在
地
・
走
行
経
路
が
役
場
や

除
雪
業
者
の
パ
ソ
コ
ン
上
に
表

示
さ
れ
ま
す
。

　

除
雪
車
の
状
況
を
パ
ソ
コ
ン

画
面
で
確
認
し
な
が
ら
、
効
率

的
な
除
雪
作
業
を
推
進
す
る
ほ

か
、
お
問
い
合
わ
せ
や
要
望
に

対
し
て
迅
速
な
連
絡
対
応
を
図

り
ま
す
。
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役　場区長・町内長

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課　

土
木
係　

☎
85

－

６
１
４
２

●
積
雪
の
た
め
メ
ー
タ
ー
検
針

　

を
休
み
ま
す（
１
月
〜
４
月
）

　

１
月
か
ら
４
月
ま
で
は
、
12
月

検
針
（
11
月
の
使
用
水
量
）
の
水

量
で
料
金
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
５
月
の
検
針
で
精
算
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
冬
期
間
の
水
量

が
11
月
の
使
用
水
量
と
大
幅
に
変

動
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
、
建
設
水
道
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
冬
期
間
の
管
理

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、
防
寒
対
策
が
十
分
に
行

わ
れ
て
い
な
い
水
道
管
は
凍
結
し

た
り
、
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
毎

年
、
こ
の
凍
結
事
故
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
凍
結
に
よ
り
水
道
管
が

破
裂
す
る
と
、
修
理
代
は
も
と
よ

り
、
水
道
料
金
も
高
額
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は
、

就
寝
前
に
「
不
凍
水
抜
栓
」
を
完

全
に
閉
め
切
り
、
蛇
口
を
開
い
て

水
抜
き
し
ま
し
ょ
う
。
半
閉
め
の

状
態
で
は
、
水
が
漏
れ
続
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
完
全
に
閉

め
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
翌
朝
使

用
す
る
場
合
は
、
完
全
に
開
け
て

く
だ
さ
い
。

※
半
閉
め
、
半
開
き
の
た
め
漏
水

　

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま

　

す
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
ヒ
ー
タ
ー
線
を
巻
い
て
い
る
水

　

道
管
の
場
合
は
、
ヒ
ー
タ
ー
の

　

コ
ン
セ
ン
ト
が
確
実
に
差
し
込

　

ま
れ
て
い
る
か
、
ヒ
ー
タ
ー
が

　

正
常
に
作
動
し
て
い
る
か
を
確

　

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
使
用
し
な
い
施
設
な
ど
の
閉

　

栓
手
続
き

　

漏
水
の
発
見
が
遅
れ
、
水
道
料

金
が
高
額
と
な
ら
な
い
よ
う
、
冬

期
間
使
用
し
な
い
施
設
な
ど
の
閉

栓
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
閉

栓
、
開
栓
の
手
数
料
は
、
そ
れ
ぞ

れ
１
０
０
０
円
で
す
。

●
水
道
管
の
破
裂

　

水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合
は
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ

を
閉
め
、
直
ち
に
水
を
止
め
て
、

町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

連
絡
し
、
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
修
理
代
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

●
漏
水
の
確
認

　

家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
、
ト

イ
レ
な
ど
の
水
タ
ン
ク
も
確
認
し

て
か
ら
、
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

マ
ー
ク
ま
た
は
１
リ
ッ
ト
ル
針
が

動
い
て
い
る
場
合
は
、
ど
こ
か
で

漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
町
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
に
連
絡
し
、
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

※
冬
期
間
も
メ
ー
タ
ー
を
時
々
確

　

認
し
て
、
漏
水
の
疑
い
が
な
い

　

か
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課

水
道
係 　

☎
85

－

６
１
３
７

パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク

１
リ
ッ
ト
ル
針

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
や

高
齢
夫
婦
世
帯
な
ど
は
、
雪
に
か

か
わ
る
負
担
が
と
て
も
大
き
い
も

の
で
す
。
各
地
域
に
お
い
て
も
除

雪
が
困
難
な
家
庭
に
配
慮
い
た
だ

き
、
近
所
の
か
た
に
よ
る
除
雪
作

業
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

要
望
対
応
に
つ
い
て

　

除
雪
に
つ
い
て
、
地
域
的
な
要

望
・
問
題
点
は
個
人
毎
で
は
な
く
、

必
ず
区
長
さ
ん
・
町
内
長
さ
ん
が

代
表
し
て
建
設
水
道
課
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

雪
捨
て
場
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
最
上
川
（
荒
砥
橋
下

流
）
の
河
川
敷
を
雪
捨
場
に
指
定

し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
雪
と
一
緒

に
多
く
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い

る
た
め
、
雪
以
外
の
も
の
は
絶
対

に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、

雪
を
捨
て
る
際
は
、
奥
か
ら
順
に

捨
て
て
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
時
間
…
午
前
８
時
〜
午
後

５
時
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相談日 予約申込締切日
11月 27日（水） 11月 22日（金）
12月 25日（水） 12月 20日（金）

(平成26年） (平成26年）
１月 29日（水） １月 24日（金）
２月 26日（水） ２月 21日（金）
３月 26日（水） ３月 20日（木）

●相談は予約制です。締切日までに町民課戸籍年金係
までお申し込みください。
●相談時間　午前10時～午後１時　※相談時間は30分
●相談会場　中央公民館　１階　文化実習室
※会場は都合により館内別室になる場合がありますの
で、ロビーの案内板でご確認ください。

■申し込み・問い合わせ　町民課　戸籍年金係
　☎85－6129

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除対象と
なります。年末調整や確定申告の際には、この控除証明書（はがき）の添付が必要で
すので申告の時期まで大切に保管してください。

☎

　　

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのお問い合わせは、控除証明
書のはがきに表示されている番号にお願いします。

11 月上旬に送付されるかた

　

翌年２月上旬に送付されるかた

　

国民年金マスコット
ネッキーくん

　

☎

※国民年金保険料の免除、若年者納付猶予、学生納付特例の承認を受けられた期間が
　ある場合、これらの期間は将来受け取る年金を増額するために、10年以内であれ
　ば遡って古い月分から納めることができます。

※未納の期間がある場合、通常は過去2年までしか納めることができない保険料を、
　平成27年9月までは過去10年まで納めることができます。
　
　納付のお申し込み・ご相談は米沢年金事務所までお願いします。

※控除証明書の再発行は米沢年金事務所　☎ 0238 － 22 － 4220　にお問い合わせく
　ださい。
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住民税特別徴収のしくみ

　特別徴収とは？

　特別徴収とは、事業主が毎月従業員に支払う給与か
ら個人住民税（町・県民税）を引き去りし、従業員に
代わって市町村に納入していただく制度です。
　地方税法第321条の4の規定により、所得税を給与か
ら源泉徴収している事業主は、すべての従業員につい
て個人住民税を特別徴収することが義務付けられてい
ます。

　個人住民税は計算のわずらわしさがありません

　個人住民税の税額計算は市町村が行いますので、所
得税のように事業主が税額を計算したり、年末調整す
る手間はかかりません。事業主の皆さまには給与支払
報告書を提出いただくだけです。

　従業員にとっても大きなメリット

　○毎月、給与から引き去りされるため、納め忘れが
　　ありません。
　○一人ひとりが納期ごとに金融機関に出向く必要が
　　ありません。
　○納期が年12回となり、1回あたりの納付額が少なく
　　なります。（普通徴収は年４回）

　平成26年度から山形県内全市町村で完全実施

　すべての事業所を特別徴収事業所に指定させていた
だきます。
　平成26年5月に特別徴収通知書をお送りいたします
ので、6月の給与から税額を差し引いていただき、納入
していただくことになります。

平成26年度から山形県内すべての市町村で特別徴収の完全実施となります

市町村 事業主 従業員
①給与支払報告書の提出
（１月 31 日まで）

②税額の計算

③特別徴収税額の通知
（５月 31 日まで）

④給与支払（税額の通知）

⑥個人住民税の納入
（翌月 10 日まで）

⑤特別徴収（給与差引）
（６月から翌年５月まで）

◎納付書で納付されるかたは、納期限まで納められな
　かった場合には、その後督促状が発送されます。督
　促状で納付ができます。
◎口座振替で納付されるかたは、残高不足等の理由に
　より口座振替できなかった場合、まず口座振替不能
　通知書（納付書）が送付されます。それで納付いた
　だけなかった場合には、督促状が発送されます。
●ご注意　納付書・口座振替ともに、督促状発送後も
　納付がない状態が続きますと、必要に応じ財産調査
　などを実施、その後差押えに進みます。差押え財産
　は当方で決定し、事前の連絡はありません。

　差押えた給与・預金・保険等は（保険等は解約のう
　え）未納の税金に充当されます。動産・不動産は公
　売（インターネット公売など）により換価のうえ、同
　じく未納の税金に充てられます。
※納期限を一定期間以上経過しますと延滞金が発生し、
　さらに納付額が増加します。
※年末が近くなりました。お手持ちの納付書をご確認
　のうえ、現在納期限が過ぎているものがありました
　ら、お早めに納めていただきますようご案内いたし
　ます。
■問い合わせ　税務出納課　収納係　☎85－6106

町税などの納付について

　町県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税及び介護保険料・後期高齢者医療保険料は、それぞれ納
期限があります。
（納付書に記載されていますが、４月に配布された町報「つづりこみ表紙」にも記載されています。）

　　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ　県西置賜税務課　☎88－8209　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　税務出納課　町民税係　☎85－6132
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農家の皆さんへ
不用品処分はお済みですか

　農業用ビニール・ポリ・プラスチックなどの廃
棄処理を行います。処分を希望するかたは、事前
にお申し込みのうえ、当日会場に持参ください。
▼いつ　11月16日（土）
　川西地区のかた…午前９時30分～ 11時30分
　川東地区のかた…午後１時30分～  ３時30分
▼どこで　荒砥米倉庫
▼取扱廃棄物　農業用ビニール、マルチ類、肥料
袋、育苗箱、反射シート等
▼処理料金
①梱包した物１kg 当たり45円（税別）
※ＪＡからの購入者は１kg 当たり10円の助成が
　あります。
②指定専用処理袋　20kg 袋1,260円（処理料金・
　税込）
※袋はＪＡグリーンセンターより購入ください。
▼その他　廃プラ運搬時は車両への表示が義務付
けられています。詳しくはお問い合わせください。

■申し込み・問い合わせ　
　ＪＡ山形おきたま白鷹支店　☎85－2121

　蚕桑紬パークの冬期（12月～３月）の利用申
込を受け付けます。なお、冬期間の利用に関して
は、町内団体（町民５人以上）を優先としますの
で、調整会議の対象は町内団体といたします。
　また、昨年度冬期利用実績のある団体には別途
様式をお送りしています。
▼申込受付期間　※新規団体のみ
　11月15日（金）まで
▼申込方法　指定様式によりお申し込みください。
（白鷹町教育委員会に備え付け）
【利用調整会議】
▼いつ　11月20日（水）午後７時～
▼どこで　中央公民館３階大会議室
※利用調整会議は、申込期間内に利用申請の提出
があった団体のみ参加できます。利用申込団体は、
各団体代表１名必ず出席ください。

▼勤務場所　白鷹町営スキー場
▼雇用期間　平成25年12月19日（木）～
                      平成26年３月23日（日）
＊降雪状況により変更になる場合があります。
＊そのほか、オープン前後の準備、片付け作業が  
    あります。
▼募集人員　若干名
▼業務内容　索道（スキーリフト）事業及びゲレ
ンデ整備
▼応募資格　町内在住で、18歳以上65歳未満のか
た
▼申し込み方法　白鷹町臨時職員登録申請書（教
育委員会で配布します。）に必要事項を記載し、
提出してください。
▼受付期間　11月25日（月）まで
※勤務条件などの詳細はお問い合わせください。

■申し込み・問い合わせ　教育委員会生涯スポーツ係　☎85－6147 ／ＦＡＸ85－2183

省エネとライフスタイルの見直しに
「うちエコ診断」受診世帯募集中！

　ご家庭のライフスタイルに合わせて無理なくで
きる省エネやエコ対策を、「うちエコ診断員」が
お答えします。診断にかかる時間は１世帯あたり
40～ 50分程度で、費用は無料です。診断は下記
の日程で行います。お気軽にお申し込みください。
　なお、お申し込みをいただいたかたには、診断
に必要な情報をお聞きするため「事前調査票」を
お送りしますので、記入のうえ、提出をお願いし
ます。

▼いつ　11月29日（金）午前10時～
▼どこで　中央公民館　１階　いこいの間
▼申込締切　11月22日（金）

■申し込み・問い合わせ
山形県地球温暖化防止活動推進センター
☎023－679－3340　FAX023－679－3389　
または町民課くらし環境係　☎85－6131
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　日本下水道協会山形県支部（現山形県下水道協会）
に登録されている責任技術者で、登録の有効期限が平
成26年１月31日までのかたは、現在所属している指定
工事店所在地の市町村で更新手続きが必要です。

▼必要な手続き
　①登録更新の申請
　②更新講習会の受講
▼申込締切　
　11月29日（金）

　下水道を使用している家庭から野菜くず、紙おむつ
及び下着が流れ、下水管（パイプ）に詰まるときがあ
ります。下水道施設や浄化槽本体は水環境を守るため
の大切な財産です。常に良好な状態で長く使用するた
めに次のことを守ってください。
○天ぷら油など油類は流さない
○なべや皿のひどい汚れは紙でふいてから洗う
○三角コーナーなどを使用し生ゴミや毛髪を流さない
○紙おむつ・衛生用品・たばこは流さない
○トイレでは水洗トイレ専用の紙を使用する
○宅内汚水マスのフタを開けて点検する

－浄化槽の申請を受付中です－
平成26年３月までに合併浄化槽を希望されるかたは、
12月20日（金）までに申請してください。

■申し込み・問い合わせ　建設水道課　下水道係　　☎85－6138

10月の町長交際費 　平成25年10月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ　総務課総務係　☎85－6120

放射性ヨウ素 放射性セシウム

ひがしね保育園 不検出 不検出

さくらの保育園 不検出 不検出

あらと保育園 不検出 不検出

よつば保育園 不検出 不検出

測
定
限
界　

　
　

０
・
６
０
〜
０
・
８
８
Ｂ
ｑ

　
　
（
ベ
ク
レ
ル
）／
㎏
以
下

▼
期
間　

10
月
24
日
（
木
）
〜
30
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
86

－

０
２
１
２
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詳細は町のホームページをご覧ください。

☎

　
　

⇩
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国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）を
紹
介
し
ま
す

　　

国
税
に
関
す
る
各
種
手
続
き
が

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
え
ま
す
。
源

泉
所
得
税
の
毎
月
納
付
や
消
費
税

の
中
間
申
告
・
納
付
な
ど
、
利
用

回
数
の
多
い
手
続
き
に
便
利
で
す
。

▼
各
種
手
続
き

○
所
得
税
、法
人
税
、消
費
税
、酒

税
及
び
印
紙
税
の
申
告

○
全
税
目
の
納
税

○
申
請
・
届
出
な
ど

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
は
じ
め
る
前
に

　　

事
前
に
①
電
子
証
明
書
と
②
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

①
電
子
証
明
書
…
住
民
票
の
あ
る

市
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

②
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
…
家
電

量
販
店
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

▼
国
税
に
関
す
る
情
報
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

▼
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
情
報

は
ｅ

－
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w
w
.e-tax.nta.go.jp　

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
長
井
税
務
署
☎
84

－

１
８
１
０

童
門
冬
二
賞

　

佐
藤　

叶
望
（
鮎
貝
小
２
年
）

　
　

「
か
わ
い
そ
う
な
ぞ
う
」
を

　
　

読
ん
で

生
涯
教
育
推
進
本
部
長
賞

　

紺
野　

巧
夢
（
東
根
小
３
年
）

　
　

「
ゾ
ウ
の
森
と
ポ
テ
ト
チ
ッ

　
　

プ
ス
」
を
読
ん
で

教
育
長
賞

　

羽
田　

美
咲
（
鮎
貝
小
６
年
）

　
　

「
コ
コ
ロ
屋
」
を
読
ん
で

　

小
関　

音
羽
（
荒
砥
小
６
年
）

　
　

難
民
の
思
い
〜
私
達
に
で
き

　
　

る
こ
と
〜

　

佐
藤
紗
綾
香
（
西
中
３
年
）

　
　

今
日
は
あ
な
た
の
特
別
な
日

　

菅
間　

舞
（
荒
砥
高
校
２
年
）

　
　

命
あ
る
こ
と
が
幸
せ

図
書
館
長
賞

　

長
谷
部　

遼
（
鮎
貝
小
１
年
）

　
　

「
ボ
ク
も
の
が
た
り
」
を
よ

　
　

ん
で

　

衣
袋　

佳
之
（
東
根
小
４
年
）

　
　

み
ん
な
の
た
め
に
が
ん
ば
る

　
　

こ
と

　

鈴
木　

華
凜
（
東
根
小
６
年
）

　
　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
ば
ん
ち
ゃ

　

安
部　

央
華
（
東
中
１
年
）

　
　

「
二
十
四
の
瞳
」
を
読
ん
で

入
選

●
小
学
生
の
部

　

村
上　

芽
唯
（
鮎
貝
小
１
年
）

　

髙
橋　

桜
花
（
荒
砥
小
１
年
）

　

上
村　
　

杏
（
鮎
貝
小
２
年
）

　

鈴
木　

美
冴
（
荒
砥
小
２
年
）

　

中
村　

咲
楽
（
鮎
貝
小
３
年
）

　

上
村　

栞
凪
（
鮎
貝
小
４
年
）

　

髙
橋
は
づ
き
（
鷹
山
小
４
年
）

　

黒
田　

唯
花
（
蚕
桑
小
５
年
）

　

遠
藤　

直
英
（
東
根
小
５
年
）

　

橋
本　

愛
佳
（
荒
砥
小
５
年
）

　

丸
川　

芽
衣
（
荒
砥
小
６
年
）

●
中
学
生
の
部

　

豊
嶋　

奏
多
（
東
中
２
年
）

　

小
林　

果
穂
（
西
中
２
年
）

　

紺
野　

瑞
姫
（
西
中
２
年
）

第
45
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

総
務
大
臣
表
彰

　

奥
山
正
雄
さ
ん
（
荒
砥
）

　　

行
政
相
談
委
員
の
奥
山
正
雄
さ

ん
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
奥
山
さ
ん
は
平
成
13
年

か
ら
行
政
相
談
委
員
を
務
め
ら
れ
、

現
在
13
年
目
と
な
り
ま
す
。
住
民

の
皆
さ
ん
と
行
政
機
関
等
と
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
活
動
さ
れ
て
き
た

こ
と
が
、
他
の
模
範
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
白
鷹
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員

奥
山
正
雄
さ
ん
☎
85

－

３
８
４
１

樋
口
久
子
さ
ん
☎
85

－

４
５
７
４

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課　

福
祉
係　

☎
86

－

０
１
１
１

白
鷹
町
須
藤
恒
雄
生
涯

　
　

教
育
推
進
基
金
表
彰

　　

町
の
生
涯
教
育
の
実
践
に
尽

力
さ
れ
た
次
の
か
た
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
文
化
賞
】

髙
橋
伸
一
さ
ん
（
鮎
貝
）

江
口
儀
雄
さ
ん
（
荒
砥
）

守
谷
章
子
さ
ん
（
荒
砥
）

梅
津　

清
さ
ん
（
東
根
）

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

　

☎
85

－

６
１
４
６
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　10月６日、山形県少年少女スポーツ交流
大会が県内各地を会場に行われ、ミニバス
ケットボール競技において、白鷹ミニバ
スケットボールスポーツ少年団男子チーム
がブロック優勝を飾りました。チームは現
在、12月に開催される山形県ミニバスケッ
トボール交歓大会での優勝、そして全国大
会出場を目指して練習に励んでいます。応
援よろしくお願いします。

　第43回白鷹町芸術祭が11月２日、３日の
２日間、白鷹町文化交流センターにおいて
開催されました。おんがく祭では、町内の
小中高生がダンスや合唱、演奏を披露。平
成27年度に廃校となる鷹山小学校の全校児
童45人は、これまでの学校生活の思い出を
歌にして合唱しました。芸能まつりには、
交流都市の長岡市栃尾地域の文化協会が特
別出演。会場内には、写真や絵画、書など
の多数の力作が展示されました。

　10月20日、荒砥小学校周辺を会場に総合
防災訓練が行われました。訓練は、大型台
風の北上による豪雨災害と落雷による火災
を想定して行われ、自主防災会による、被
害状況と要援護者の安否確認や負傷者の搬
送訓練、火災防ぎょ訓練、炊き出し訓練な
どを実施しました。今年は町内でも、多く
の人が避難した災害が起こっただけに、常
日頃から災害への心構えを持つようにした
いものです。

　10月26日、27日、白鷹町産業フェア2013
が開催されました。グリーンセンター前会
場では農産物販売や専修学校生による紅花
スイーツグルメ対決が行われ、あゆーむ会
場では町内企業の工業製品などを展示して
町の産業が紹介されました。また、交流都
市の長岡市栃尾地域、気仙沼市の特産品も
販売されたほか、27日には気仙沼の焼さん
まがふるまわれ、訪れた人は炭火で香ばし
く焼き上がったさんまを味わっていました。

山
形
県
知
事
表
彰

　

長
谷
川
俊
夫
さ
ん
（
畔
藤
）
が
、

山
形
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
永
年
に
わ
た
り
、
商
工
会

の
役
員
と
し
て
指
導
的
な
役
割
を

担
い
、
県
産
業
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞

で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

東
北
地
区
社
会
教
育
委
員
連

絡
協
議
会
表
彰

　

齋
藤
和
男
さ
ん（
畔
藤
）が
、
東

北
地
区
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議

会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
の
社
会
教
育
振
興
に
永
年
貢
献

さ
れ
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
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　10月10日、今年４月にオープンした子育
て支援センター「にこぽーと」で、運動会
が行われました。「にこぽーと」のあそび広
場を利用している親子や家族が参加し、３
つの種目でお母さんやおばあちゃんと一緒
にゴール。参加した子どもたちには、保育
士さん手づくりの大きなメダルがかけられ
ました。運動会のあとは、秋の郷土料理の
いも煮をお友達みんなと味わいました。

　10月29日、白鷹町社会福祉協議会が実施
する介護職員初任者研修の修了式が行われ
ました。実技を含めた130時間の講習を終
え、受講生を代表して荒砥高校３年の小林
克将さんが、「普通に歩けることのありが
たさがわかった。おしえてくれた講師のか
た、また、すべてのひとに感謝して生活し
ていきたい。」と述べました。今後、研修を
いかして、福祉の現場で活躍いただきたい
と思います。

　

老
朽
化
に
よ
り
改
修
が
進
め
ら

れ
て
い
た
ふ
る
さ
と
森
林
公
園
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
が
完
成
し
、

10
月
12
日
、
関
係
者
約
20
人
が
出

席
し
て
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

整
備
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
く
じ（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）の
助
成

を
受
け
て
行
わ
れ
、
コ
ー
ト
の
人

工
芝
が
新
し
く
張
り
替
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

竣
工
式
後
に
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
、
プ
ロ

テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
手
塚
玲
美

さ
ん
（
ダ
ン
ロ
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
）

を
講
師
に
迎
え
て
の
テ
ニ
ス
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
か

ら
60
代
ま
で
、
日
頃
か
ら
テ
ニ
ス

を
楽
し
ん
で
い
る
約
70
人
が
参
加

し
、
プ
ロ
選
手
の
プ
レ
ー
を
間
近

に
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

十
王
チ
ー
ム
が
２
年
ぶ
り

３
度
目
の
優
勝

１
位　

十　

王　

２
時
間
34
分
35
秒

２
位　

鷹　

山　

２
時
間
39
分
10
秒

３
位　

荒　

砥　

２
時
間
39
分
48
秒

４
位　

東　

根　

２
時
間
44
分
26
秒

５
位　

蚕　

桑　

２
時
間
45
分
49
秒

６
位　

鮎　

貝　

２
時
間
49
分
20
秒

　

練
習
か
ら
当
日
ま
で
、
地
区
を

挙
げ
て
の
支
援
だ
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
の
み

な
さ
ん
、
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

ま
た
、
沿
道
の
み
な
さ
ん
、
応
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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vol.40「
以
前
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た

健
康
食
品
を
今
か
ら
送
り
ま
す
」

な
ど
と
突
然
電
話
が
あ
り
、
申
し

込
ん
だ
覚
え
が
な
い
と
断
っ
た
の

に
健
康
食
品
を
強
引
に
送
り
つ
け

ら
れ
る
と
い
う
新
し
い
手
口
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
商
品

と
と
も
に
消
費
者
の
名
前
と
住
所

が
既
に
書
か
れ
た
現
金
書
留
封
筒

を
同
封
し
て
送
り
つ
け
、
そ
の
後

電
話
を
か
け
て
き
て
、
代
金
を
郵

送
す
る
よ
う
消
費
者
に
指
示
す
る

手
口
が
見
ら
れ
ま
す
。
指
示
す
る

際
に
は
、
業
者
は
脅
す
よ
う
な
口

調
で
支
払
い
を
迫
り
、
怖
く
な
っ

た
消
費
者
は
指
示
に
従
い
お
金
を

送
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

 

健
康
食
品
の
送
り
つ
け
商
法
に
新
た
な
手
口

【
主
な
相
談
事
例
】

〇
現
金
書
留
封
筒
を
同
封
し
て
健

康
食
品
を
送
り
つ
け
、
電
話
や
電

報
を
使
っ
て
支
払
い
を
し
つ
こ
く

せ
ま
る
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

▼
申
し
込
ん
だ
覚
え
も
な
く
、
購

入
す
る
つ
も
り
が
な
け
れ
ば
き
っ

ぱ
り
断
る
。

▼
商
品
が
届
い
た
ら
…

①
一
方
的
に
送
り
つ
け
ら
れ
た
場

合
、
商
品
の
受
け
取
り
を
拒
否
す

る
。

②
電
話
で
勧
誘
さ
れ
て
承
諾
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
で
き
る
。

▼
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ

に
近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

電
話
し
ま
し
ょ
う
。

▼
脅
さ
れ
る
等
の
恐
怖
を
感
じ
た

ら
、
警
察
に
も
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

５
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
０
０
万

以
下
の
罰
金

夕
暮
れ
ど
き
は

　
　

危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す

▼
歩
行
者
は
反
射
材
を
身
に
つ
け
、

遠
く
か
ら
自
分
の
存
在
を
光
ら
せ

目
立
た
せ
て
、
運
転
者
に
早
く
気

づ
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

▼
運
転
者
は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点

灯
し
、
ラ
イ
ト
の
こ
ま
め
な
切
り

替
え
で
、
ハ
イ
ビ
ー
ム（
上
向
き
）

を
活
用
し
歩
行
者
を
早
く
発
見
し

て
、
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
自
転
者
利
用
者
は
、
自
転
車
に

反
射
材
を
取
り
付
け
て
、
早
め
に

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故

　
　

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

▼
交
通
量
の
少
な
い
生
活
道
路
で

は
、
注
意
力
を
高
め
、
子
ど
も
の

早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
子
ど
も
を
発
見
し
た
ら
飛
び
出

し
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
子
ど
も

の
動
き
を
よ
く
見
て
、
急
な
横
断

等
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
は
同
乗
者
と

　
　

提
供
者
も
厳
罰
さ
れ
ま
す

▼
飲
酒
運
転
を
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
人
に
酒
や
車
を
提
供
し
た
り
、

飲
酒
運
転
者
の
車
に
同
乗
す
る
の

も
犯
罪
行
為
で
す
。

飲
酒
運
転
者

車
両
同
乗
者

⇦

酒
類
提
供
者

車
両
提
供
者

　
　
　
　
　
　

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
、
し
な
い
！

さ
せ
な
い
！
　
ゆ
る
さ
な
い
！

詐
欺
や
悪
質
商
法
の

　
　

被
害
を
防
ぐ
た
め
に

「
必
ず
儲
か
り
ま
す
。」「
高
値
で

買
い
取
り
ま
す
。」等
の
う
ま
い
話

を
信
用
し
な
い
こ
と
。

▼
現
金
を
振
り
込
ま
な
い
！　

送
ら
な
い
！

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
も
渡
さ
な
い

▼
訪
問
さ
れ
て
も
、

き
っ
ぱ
り
断
る
！

は
っ
き
り
断
る
！

▼
ひ
と
り
で
す
ぐ
行
動
し
な
い
で

必
ず
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
不
安
や
不
信
を
感
じ
た
ら
…

警
察
総
合
相
談
窓
口

☎
♯
９
１
１
０

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０ 

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６

　
指
名
手
配
被
疑
者
の

　
検
挙
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
　

　

現
在
、
全
国
で
約
８
３
０
人
が

凶
悪
事
件
や
重
大
な
罪
を
犯
し
て

逃
亡
し
て
い
ま
す
。
指
名
手
配
被

疑
者
は
、
身
近
に
潜
ん
で
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
指
名
手
配
被
疑
者
に
似
た
人
が

い
る
」「
身
分
を
隠
し
て
働
い
て

い
る
人
が
い
る
」
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
わ
ず
か
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
の
で
、
情
報
の
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１
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高
齢
社
会
を
迎
え
、
自
宅
で
介

護
を
受
け
る
か
た
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
介
護
者
は
毎
日
の
介
護
疲

れ
か
ら
虐
待
を
し
て
し
ま
っ
た
り
、

虐
待
と
思
わ
ず
に
何
気
な
く
虐
待

に
あ
た
る
行
為
を
し
て
い
た
と
い

う
事
実
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
虐
待
を
う
け
て
い
る
の

は
女
性
が
多
く
、
虐
待
を
し
て
し

ま
う
の
は
同
居
し
て
い
る
子
ど
も

や
そ
の
配
偶
者
が
多
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
虐
待
を
う

け
て
い
る
高
齢
者
の
多
く
に
認
知

症
の
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

虐
待
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

■
身
体
的
虐
待
…
け
る
、
つ
ね
る
、

ベ
ッ
ド
に
縛
り
つ
け
る
、
徘
徊
し

な
い
よ
う
に
部
屋
に
閉
じ
込
め
る

■
心
理
的
虐
待
…
人
前
で
恥
を
か

か
せ
る
、
無
視
し
た
り
、
の
の
し

っ
た
り
、
子
ど
も
扱
い
を
す
る

■
経
済
的
虐
待
…
本
人
の
合
意
な

し
に
財
産
や
金
銭
を
使
っ
た
り
、

処
分
す
る

■
介
護
放
棄（
ネ
グ
レ
ク
ト
）…
食

事
を
与
え
な
い
、
お
む
つ
や
衣
服

が
汚
れ
て
も
取
り
替
え
な
い

■
性
的
虐
待
…
排
泄
の
失
敗
を
し

た
と
き
に
裸
に
し
て
放
置
す
る
な

ど
　

高
齢
者
・
認
知
症
の
か
た
と
ど

う
接
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
、

経
済
的
に
大
変
で
あ
る
な
ど
、
介

護
し
て
い
く
上
で
の
問
題
は
様
々

あ
り
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
む
こ

と
で
ス
ト
レ
ス
に
な
り
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
虐
待
に
つ
な
が

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
を
発
見
し
た
ら
、
ま
た
、

も
し
か
し
た
ら
自
分
の
し
て
い
る

こ
と
は
虐
待
で
は
な
い
の
か
と
思

っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
次
回
「
日
曜
日
」
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
。

　
「
白
」
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
。

　
　
　
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地

　
白
鷹
町
役
場
総
務
課
企
画
室
情
報
係

　 

宛

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
認
知
症
高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
事
務
局

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
86

－

０
１
１
２

「
物
忘
れ
相
談
」を
開
催
し
ま
す

　

物
忘
れ
を
す
る
よ
う
に
な
っ

て
心
配
だ
と
い
う
か
た
や
、
ご

家
族
の
物
忘
れ
で
お
困
り
の
か

た
の
た
め
の
相
談
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

▼
い
つ  

11
月
29
日
（
金
）

午
後
２
時
か
ら
４
時
（
予
約
制

で
３
名
ま
で
）

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

物
忘
れ
が
気
に
な
る

か
た
や
そ
の
家
族

▼
相
談
医　
　

川　

順　

氏

（　

川
記
念
病
院
院
長
）

※
11
月
22
日
（
金
）
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

☎
86

－

０
１
１
２
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広
報
直
通
便　

　

　

町
報
と
同
時
に
配
布
さ
れ
る

町
に
関
連
す
る
も
の
や
広
報
紙

等
に
つ
い
て
、
保
存
整
理
上
、

閉
じ
る
側
を
統
一
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

（
80
代
女
性
）

　　

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
に
関
連
す
る
広
報
紙
等
は

ほ
と
ん
ど
が
右
綴
じ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
で
き
る
だ

け
右
綴
じ
に
統
一
す
る
よ
う
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
総
務
課
企
画
課
情
報
係
）
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〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

　

今
年
も
、
荒
砥
高
校
の
学
校
祭

「
荒
高
祭
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
一
般
公
開
日
に
は
、
雨

に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
方
々
に

お
い
で
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。「A

ction! 

〜
そ
う
だ
、
荒

高
祭
を
し
よ
う
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
積
極
的
に

「A
ction

」
を
起
こ
し
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
荒
高
祭
に
な
り
ま
し
た
。

◆
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル　

　

芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
、
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
荒
高
祭
が
始
ま

り
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
団
結
力
が
歌

唱
力
に
も
出
て
い
ま
し
た
。
最
優

秀
は
３
年
２
組
。
こ
の
よ
う
な
経

験
を
通
し
て
生
徒
た
ち
は
成
長
す

る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

「
荒
高
祭
２
０
１
３
」

◆
模
擬
店
・
各
種
発
表
・
展
示　

　

ク
ラ
ス
で
実
施
の
食
べ
物
屋
さ

ん
や
縁
日
、
お
化
け
屋
敷
等
の
ほ

か
、
執
行
部
に
よ
る
宝
探
し
、
企

画
委
員
会
に
よ
る
ラ
ン
キ
ン
グ
、

そ
の
他
、
委
員
会
や
部
活
動
ご
と

に
精
一
杯
準
備
し
ま
し
た
。
来
校

者
の
方
々
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
荒
高
祭
名
物
！「
鍋
合
戦
」　

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
が
つ
く
る
鍋
の

学
年
対
抗
味
比
べ
で
す
。
ど
れ
も

た
い
へ
ん
お
い
し
く
、
体
の
芯
か

ら
温
ま
り
ま
し
た
。
優
勝
は
３
年

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
鍋
で
し
た
。

◆
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
ー
ト
・
花
火

　

最
後
は
、
廃
油
を
利
用
し
て
全

生
徒
で
作
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
一
本

一
本
に
点
火
し
、
浮
か
び
あ
が
っ

た
の
は
「A

ction! 2013.10.26

」

の
文
字
。
そ
し
て
、
楽
し
か
っ
た

荒
高
祭
の
終
わ
り
を
告
げ
る
よ
う

に
花
火
が
夜
空
に
輝
き
ま
し
た
。

　　

荒
砥
高
校
は
活
気
が
あ
り
、
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
、
地
域

に
愛
さ
れ
地
域
と
共
に
歩
む
学
校

で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

�
��

▲荒高祭の開幕を飾った合唱コンクール
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募　集

おしらせ

世
界
の
子
育
て
語
ろ
う
会

　

外
国
か
ら
お
嫁
に
来
ら
れ
た
か

た
の
ふ
れ
あ
い
講
座
と
し
て
、「
子

育
て
語
ろ
う
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
17
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
「
に
こ
ぽ
ー
と
」

▼
内
容　

フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
作
り

と
子
育
て
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
に
こ
ぽ

ー
と
」
☎
87

－

０
０
８
３

締
め
切
り　

11
月
15
日
（
金
）

「
こ
ぶ
し
の
家
」
施
設
開
放
日

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

こ
ぶ
し
の
家
で
は
施
設
開
放
（
体

験
）
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
地
域

の
在
宅
障
が
い
者
（
児
）
の
か
た

が
た
に
、
こ
ぶ
し
の
家
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
つ
な
が
り
を
持
つ
こ

と
が
目
的
で
す
。
ご
利
用
は
無
料

（
食
事
代
は
実
費
負
担
）
で
、
見

学
・
体
験
ど
ち
ら
も
可
能
で
す
。

▼
い
つ　

11
月
28
日
（
木
）

▼
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

ゆ
あ
さ
よ
し
こ
雑
穀
ク
リ
ス
マ

ス
メ
ニ
ュ
ー
講
習
会
の
ご
案
内

　

仙
台
市
で
活
躍
中
の
雑
穀
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
「
ゆ
あ
さ
よ
し
こ
」
さ

ん（
荒
砥
出
身
）。
白
鷹
の
食
材
に

触
れ
、
お
い
し
い
味
を
食
し
て
実

感
し
、
さ
ら
に
健
康
に
な
る
よ
う

な
食
生
活
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
の
講

習
会
で
す
。

▼
い
つ　

12
月
1
日
（
日
）
午
前

9
時
30
分
集
合

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階　

栄
養
指
導
室

▼
対
象　

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん

・
お
母
さ
ん
・
小
学
生
以
上
の
子

ど
も
（
親
子
で
の
参
加
）
ま
た
は
、

興
味
の
あ
る
か
た

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▼
会
費　

一
人
に
つ
き
３
０
０
円

▼
メ
ニ
ュ
ー　

た
か
き
び
バ
ー
グ
、

サ
ラ
ダ
・
ラ
フ
ラ
ン
ス
ド
レ
ッ
シ

ン
グ　

な
ど

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
農
業
振
興
係　

田
中

☎
85

－

６
１
２
７

や
ま
が
た
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
利
用
会
員
を
募
集
中

　

１
対
１
で
の
お
見
合
い
を
、
や

ま
が
た
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
お
手
伝
い
し
ま
す
。
登
録
さ
れ

た
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
か
ら
逢
い
た
い

か
た
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
出
逢
い

の
場
の
設
定
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ご
利
用
に
は
会
員
登
録（
有
料
）が

必
要
で
す
。
現
在
、
登
録
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
登
録
料　

平
成
26
年
２
月
28
日

ま
で
８
０
０
０
円

※
３
月
１
日
以
降
は
１
万
円
と
な

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

や
ま
が
た
結
婚

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間　

平
日　

午
前
９
時
〜

午
後
５
時

☎
０
２
３

－

６
８
７

－

１
９
７
２

広告
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■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

鮎
貝
３
４
３
４　

こ
ぶ
し
の
家　

佐
藤
・
竹
田　

☎
85
―
５
６
６
０

借
金
・
家
計
に
関
す
る
無
料　

法
律
相
談
会
の
ご
案
内

　

借
金
の
返
済
な
ど
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？
き
ち
ん
と
し
た
手
続

き
を
と
れ
ば
、
借
金
問
題
は
必
ず

解
決
で
き
ま
す
。
法
律
の
専
門
家

が
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩

ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
す
が
、
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
い
つ　

11
月
29
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
ら

り
（
旧
長
井
市
勤
労
セ
ン
タ
ー
）

▼
申
し
込
み　

長
井
市
市
民
相
談

セ
ン
タ
ー　

☎
87

－

０
６
８
２

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

０
９
９
９

※
受
付
時
間　

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

無
料
調
停
相
談
会
の
ご
案
内

　

裁
判
所
で
行
わ
れ
る「
調
停
」は
、

当
事
者
間
の
紛
争
解
決
に
使
え
る

簡
単
で
便
利
な
方
法
で
す
。
調
停

手
続
き
や
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い

広告

て
、
秘
密
厳
守
、
無
料
で
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

▼
い
つ　

11
月
26
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市　

生
涯
学
習

プ
ラ
ザ　

２
階
和
室

▼
相
談
内
容　

金
銭
貸
借
・
不
動

産
貸
借
・
土
地
建
物
・
交
通
事
故

・
遺
言
・
遺
産
相
続
な
ど

▼
相
談
員　

長
井
調
停
協
会
員

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
調
停
協
会

☎
88

－

２
０
７
３　

諏
訪
堰
頭
首
工
の
改
修
工
事
を

し
て
い
ま
す

　　

白
鷹
町
と
長
井
市
に
農
業
用
水

を
供
給
す
る
諏
訪
堰
頭
首
工
の
改

修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
工
事

車
両
の
通
行
な
ど
で
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
工
事
場
所　

長
井
市
小
出　

特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
慈
光
園
付
近

▼
工
事
期
間　

平
成
26
年
３
月
19

日
ま
で

▼
工
事
車
両
通
行
時
間　

午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
頃 

■
問
い
合
わ
せ

発
注
者　

置
賜
総
合
支
庁
西
置
賜

農
村
整
備
課　

☎
88

－

８
２
１
９

施
工
業
者　

㈱
後
藤
組

☎
０
２
３
８

－

23

－

３
２
１
０

雇
用
促
進
税
制
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
！　

　

雇
用
促
進
税
制
と
は
、
平
成
26

年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
内
に
始

ま
る
各
事
業
年
度
（
個
人
事
業
主

の
場
合
は
、
平
成
26
年
１
月
１
日

か
ら
平
成
26
年
12
月
31
日
ま
で
）

に
雇
用
者
数
を
５
人
以
上
（
中
小

企
業
は
２
人
以
上
）
か
つ
10
％
以

上
増
加
さ
せ
る
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
事
業
主
が
、　

法
人

税
（
個
人
事
業
主
の
場
合
は
所
得

税
）
の
税
額
控
除
の
適
用
が
受
け

ら
れ
る
制
度
で
す
。
雇
用
者
を
１

人
増
や
す
ご
と
に
40
万
円
の
税
額

控
除
を
う
け
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
定
の
要
件
の
ほ
か

に
も
各
事
業
年
度
開
始
後
２
か
月

以
内
の
雇
用
促
進
計
画
の
提
出
を

要
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

長
井　

横
倉　

☎
84

－

８
６
０
９

　

障
害
者
法
定
雇
用
率
２
.
０
％

に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
で
は
、
従
業
員
数
の

２
．
０
％
以
上
の
障
が
い
者
の
か

た
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
を
雇

用
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
お
り
、

従
業
員
50
人
規
模
以
上
の
事
業
主

の
か
た
が
該
当
に
な
り
ま
す
。
障

が
い
者
の
か
た
が
た
の
雇
用
に
つ

い
て
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

長
井　

横
倉
・
高
島

☎
84

－

８
６
０
９

広告



住所　　 氏　　名 年齢

荒砥乙　　　賀　　孝　　80
荒砥甲　成　原　み　よ　91
畔　藤　橋　本　　　ん　86
菖　蒲　岡崎　平左衞門　87
荒砥乙　塚　原　ふさ子　90
横田尻　橋　本　初　子　97
鮎　貝　鈴　木　清　治　43
十　王　柴　田　　泰　　85
下　山　　　山　國　男　83
中　山　白　田　ふ　み　87
鮎　貝　小　口　や　　　89
畔　藤　紺　野　喜　助　84
十　王　佐　藤　　豊　　58
黒　鴨　佐　藤　榮　子　88
荒砥乙　中　川　喜　市　83
荒砥乙　佐　藤　慶　治　84
山　口　渡　部　ふ　み　85
高　玉　児　玉　勝　利　75
畔　藤　齋　藤　憲　一　79
畔　藤　樋　口　栄　一　60
横田尻　田　　　　　子　80

横田尻 島貫
翔太 結

ゆ

　愛
あ

麻衣

横田尻 小谷部
哲 希

き

　衣
い

友美

下　山 奥山
光 瑠

る

　奈
な

咲子

十　王 田勢
真樹 銀

ぎん

　士
し

はるか

高　岡 安部
雅晃 理

あや

　人
と

理香子

鮎　貝 横山
聡 星

せ

　空
あ

博美

　　氏　　　名　　　 住所

（菅　原　清　孝　　鮎　貝

川　合　祐　季　　南陽市

（児　玉　匡　樹　　高　玉

齋　藤　加代子　　長井市
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